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A Case Report on lr7物ヵ D歩妙ル留 夕2ρ力σα勲 %短αPテワ%紀燃
in a Dog
Saburo A/11NAMI*,I[iroichi SASAKI*,Yoshiharu NAGAHARA**,
Yasukazu SATO*キ・ ,Keisuke AKACI・and lwao TSuMuRAホ
This repOrt describes Fr2夕物力望財妙ル空フ,フガ♂α
`ψ
″万,P万¢″筋′ぬin a mongrel dog
No clinical signs,such as respiratory distress, muffling of heart sound, cyanOsis,
restlessness, pain, tachycardia,anOrexia,etc vere apparent,《Tucked up"abdOm n,
decreasing resonance of percussion over the right heart area, and bOrbOrygmus
in the 8th to 10th rib was detected`
Radiographycally,bariuHl‐filled loops of slmall and large intestine filled the right
side of the thorax,and left‐sided cardiac displacement was detected
EC(,findings were characterized by high amphtude QRS complex on the unipolar
chest lead C‐3
Surgical repair was performed by an incision through the 9th intercostal space of
the right thorax. The contents of thorax was found to consist of the small intestine
and a part of the large intestine,the smooth edged round opening was approxilnately
3cm in diameter and was situated bethleen the cesophageal hiatus and aortic hiatus,
omentuna was adhesive to the opening but not strangulating the co10n.
By the site and shape of the opening,this hernia seemed to be congenital
べからざる状況下で,あるいは単なる死体検察のための





























色         淡黄色
混濁度       (―)
比重       1016 屈折法
pH        7.0  東洋ろ紙
ビリルビン      (―) ロジン法
血色素       (―) ベンチプン法
ウロビリノーゲン  正 常 エールリッヒ法
糖        (十)ベ ネジクト法
蛋白        (―) スルホサリチル酸法
第3表 血液理学的検査成績
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外科的整復法について               嬬動音を胸腔全域にわたって聴取でき補助診断法として
現在までに横隔膜ヘルニアの整復法については,経腹 の価値を認めた。
法と経胸法の二法について報告がなされている。この両  5 心電図学的検索により,C3に認めた高電位波形
法に対する比較検討でAl―Nakeeb劾はヘルニアの位置 はヘルニアによる心臓位置移動にともなう所見と考察さ
が術前に正確に把握されれば,胸腔からのアプローチが れ,本症の特徴的所見と考えた。
最も好ましいとしているが,腹腔からのアプローチによ  6 第9肋問開胸によるヘルニアの整復操作は比較的
っても手術台を30～40°傾斜さすことによって腹腔臓器 容易で,ヘルニア門も完全に閉鎖ができ1年後において
が胸隆から難なく沈下してくるとし,Brasmerら9は も再発なく順調に治慮し体重の増加をみた。
3例の症″Jの内1例に対して腹部正中切開法によるアプ 参 考 文 献
ローチを試みているが,横隔膜の露出面積は開胸式に比
して少なく, しかも横隔膜の縫合閉鎖に際して肝臓や他 1)卜可部来夫・二瓶三郎・喜多見久男 :日獣会誌,24
の腹打仝臓器が介入して縫合が困難であったと報告してい   650(1971)
る。えWoodward 3pも腹部正中切開法による整復を試 2)A卜Nakeebi S.M.V.4.L Ar.ス.,159,1422
みているが,術中の突発性心タンポナーデの発生によっ   (1971)
で開胸を余儀なくされている。ヒトの横隔膜ヘルニアの 3)Bistner,S.,&Butler,W.B.:」.ス.F ar.4ゥ
手術に対して」anes nは腹腔からのアプローチより肋間   151 235(1967)
からのアプローチがすぐれている点を指摘している。即 4)Bistner,S.,&Butler,W.B.:」.ス.ИV.4,,
ち横隔膜の解剖学的な形態から凹面より凸面の方が正確   151 763(1967)
にヘルニア輪を容易に露出できるとし,又胸腔には陰圧  5)B,orck,G.R.,&Tigersch old,A.:J.sη,どJ
がかかっているため,腹腟から内容物を引き込もうとす   ス,テη,PTacと., 11 585(1970)
る性質があり,したがって腹腟からのアプローチは困難  6)Brasmer,T`H.,&Witter,R.E.:Trl¢NoTれ
としている。                            ス確θTJc α″y,9T ttαT'αllj 33 108(1952)
近時,麻酔剤や麻酔器具の普及によって小動物に対す  7)Brodey,R.S,&Sauer,R.M.:」.A.И〃.
る開胸術は容易となり,本症に対する手術法も胸腟から   4, 145 1213(1964)
のアプローチが常識化されているのが現状であろう。本  8)Detweiler,D.K"BrOdey,R.S,,&Flickinger,
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第 1図 術前の心電図 (AB誘導)
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第2図 術前の心電図 (肢誘導・増高単極肢誘導)
イヌにおける横隔膜腹打蔵脱出の1例について
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第6図 術後の心電図 (AB誘導)
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第7図 術後の心電図 (肢誘導,増高単極肢誘導)
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第セ図 1年後の心電図 (胸部単極誘導)
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第13図 1年後の心電図 (胸部単極補助誘導)
